
(57)【要約】

患者の少なくとも１つ以上の生理パラメータを感知する

少なくとも１つ以上のセンサを備える電気治療装置。コ

ントローラは前記少なくとも１つ以上の生理パラメータ

に対応する前記少なくとも１つ以上のセンサからの信号

を受信する前記少なくとも１つ以上のセンサに接続され

る。メモリは、前記コントローラにより実行されるコン

ピュータプログラミングコードを記憶する。前記プログ

ラミングコードは、少なくとも１つ以上の生理パラメー

タの変化に応答し、患者への処置を適応的に調整する意

思決定基準を備える。少なくとも１対以上の電極が前記

コントローラに接続され、前記患者に前記処置を実行す

る。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
患 者 の 少 な く と も １ つ の 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ を 感 知 す る 少 な く と も １ つ 以 上 の セ ン サ ；
前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ に 対 応 す る 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の セ ン サ か
ら の 信 号 を 受 信 で き る よ う 、 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の セ ン サ に 接 続 さ れ る コ ン ト ロ ー ラ
；
検 出 さ れ た 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ の 変 化 に 応 答 し 、 患 者 へ の 処 置 を 調
整 す る 意 思 決 定 基 準 か ら な る 前 記 コ ン ト ロ ー ラ に よ り 実 行 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ミ
ン グ コ ー ド を 記 憶 す る メ モ リ ； 及 び
前 記 コ ン ト ロ ー ラ に 接 続 さ れ 、 前 記 患 者 に 前 記 処 置 を 実 行 す る 少 な く と も １ 対 以 上 の 電 極
；
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 電 気 治 療 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 電 気 治 療 装 置 で あ っ て 、 前 記 意 思 決 定 基 準 は 、 シ ョ ッ ク 投 与 決 定 を 生 成 す
る こ と に よ り 、 患 者 へ の 処 置 応 答 を 適 応 的 に 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 電 気 治 療 装 置 で あ っ て 、 前 記 意 思 決 定 基 準 は 、 治 療 決 定 を 生 成 す る こ と に
よ り 、 患 者 へ の 処 置 を 適 応 的 に 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 記 載 の 電 気 治 療 装 置 で あ っ て 、 さ ら に 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ に 接 続 さ れ 、 ユ ー ザ に
よ る 前 記 プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ー ド の 前 記 意 思 決 定 基 準 の 適 応 的 な 調 整 を 可 能 に す る ユ ー ザ イ
ン タ フ ェ ー ス を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 電 気 治 療 装 置 で あ っ て 、 前 記 ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス は 、 該 電 気 治 療 装 置 に
接 続 さ れ る 触 知 可 能 な 入 力 装 置 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 記 載 の 電 気 治 療 装 置 で あ っ て 、 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ は 、 EC
Gパ ラ メ ー タ と 心 拍 パ ラ メ ー タ の 少 な く と も １ つ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ 記 載 の 電 気 治 療 装 置 で あ っ て 、 前 記 ECGパ ラ メ ー タ は 、 伝 導 変 数 と 安 定 性 変 数 を
有 す る グ ル ー プ か ら 選 ば れ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ 記 載 の 電 気 治 療 装 置 で あ っ て 、 前 記 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ー ド は 、 患 者
の 過 去 事 象 と 不 整 脈 分 析 ア ル ゴ リ ズ ム の 判 定 の 少 な く と も １ つ に 基 づ き 患 者 へ の 代 替 的 な
治 療 を 薦 め る よ う 前 記 コ ン ト ロ ー ラ に お い て 実 行 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
患 者 の 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ を 感 知 す る 少 な く と も １ つ 以 上 の セ ン サ ；
前 記 セ ン サ に 接 続 さ れ 、 患 者 の 生 理 パ ラ メ ー タ を 検 出 す る よ う 構 成 さ れ る 回 路 ； 及 び
前 記 回 路 に 接 続 さ れ 、 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ に 対 応 す る 前 記 回 路 か ら
の 信 号 を 受 信 す る コ ン ト ロ ー ラ ；
を 有 し 、 該 コ ン ト ロ ー ラ は 測 定 さ れ た 前 記 パ ラ メ ー タ の 値 の 変 化 に 応 答 し て 意 思 決 定 基 準
を 実 行 し 、 前 記 意 思 決 定 基 準 に 基 づ き 患 者 へ の 処 置 を 適 応 的 に 調 整 す る よ う 構 成 さ れ る こ
と を 特 徴 と す る 電 気 治 療 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 ９ 記 載 の 電 気 治 療 装 置 で あ っ て 、 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 患 者 の 生 理 パ ラ メ ー タ
は 、 ECGパ ラ メ ー タ と 心 拍 パ ラ メ ー タ の 少 な く と １ つ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ ０ 記 載 の 電 気 治 療 装 置 で あ っ て 、 前 記 ECGパ ラ メ ー タ は 、 伝 導 変 数 と 安 定 性 変 数
を 有 す る グ ル ー プ か ら 選 ば れ る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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請 求 項 ９ 記 載 の 電 気 治 療 装 置 で あ っ て 、 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 患 者 の 生 理 パ ラ メ ー タ
は 、 心 臓 伝 導 変 数 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 ９ 記 載 の 電 気 治 療 装 置 で あ っ て 、 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ は 、 心
臓 安 定 性 変 数 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 ９ 記 載 の 電 気 治 療 装 置 で あ っ て 、 前 記 意 思 決 定 基 準 は 、 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の
患 者 の 生 理 パ ラ メ ー タ と 意 思 決 定 基 準 履 歴 を 利 用 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 ９ 記 載 の 電 気 治 療 装 置 で あ っ て 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 前 記 意 思 決 定 基 準 を 利 用 し
て シ ョ ッ ク 投 与 決 定 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 ９ 記 載 の 電 気 治 療 装 置 で あ っ て 、 前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 前 記 意 思 決 定 基 準 を 利 用 し
て 治 療 決 定 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
電 気 治 療 の 実 行 方 法 で あ っ て ：
患 者 の 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ を 検 出 す る ス テ ッ プ ；
前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ を 解 析 す る ス テ ッ プ ；
検 出 さ れ た 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ の 変 化 に 応 答 し て 、 患 者 へ の 処 置 を
適 応 的 に 調 整 す る ス テ ッ プ ； 及 び
前 記 患 者 に 前 記 処 置 を 実 行 す る ス テ ッ プ ；
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
請 求 項 １ ７ 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 さ ら に ：
少 な く と も １ つ 以 上 の 過 去 生 理 パ ラ メ ー タ が 解 析 さ れ た か 判 断 す る ス テ ッ プ ； 及 び
前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 過 去 生 理 パ ラ メ ー タ が 解 析 さ れ て い る 場 合 、 前 記 解 析 さ れ た 少
な く と も １ つ 以 上 の パ ラ メ ー タ と 共 に 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 過 去 生 理 パ ラ メ ー タ を 評
価 し 、 該 評 価 に 基 づ き 処 置 決 定 す る ス テ ッ プ ； あ る い は
前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 過 去 生 理 パ ラ メ ー タ が 解 析 さ れ て い な い 場 合 、 前 記 解 析 さ れ た
少 な く と も １ つ 以 上 の パ ラ メ ー タ を 評 価 し 、 該 評 価 に 基 づ き 処 置 決 定 す る ス テ ッ プ ；
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
請 求 項 １ ７ 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 さ ら に ：
前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ を 検 出 す る た め の 回 路 と セ ン サ を 提 供 す る ス テ
ッ プ ； 及 び
前 記 意 思 決 定 に 基 づ き 処 置 を 適 応 的 に 調 整 す る 前 記 意 思 決 定 基 準 を 実 現 す る 制 御 回 路 を 提
供 す る ス テ ッ プ ；
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
請 求 項 １ ７ 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ を 解 析 す る 前
記 ス テ ッ プ は 、 心 拍 数 、 心 臓 状 態 、 心 臓 安 定 性 、 血 圧 及 び SPO 2 の 少 な く と も １ つ を 解 析 す
る ス テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
請 求 項 １ ９ 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 さ ら に ：
検 出 さ れ た 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ の 解 析 に 応 答 し 、 除 細 動 シ ョ ッ ク を
有 す る 患 者 へ の 処 置 を 適 応 的 に 調 整 す る ス テ ッ プ ； 及 び
前 記 制 御 回 路 に よ り 前 記 除 細 動 シ ョ ッ ク を 前 記 患 者 に 送 出 す る ス テ ッ プ ；
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
請 求 項 １ ６ 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 前 記 セ ン サ は 患 者 の 電 極 を 有 し 、 前 記 回 路 は 心 臓 事 象 検

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-528152 A 2004.9.16



出 シ ス テ ム を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
患 者 へ の 電 気 治 療 の 実 行 方 法 で あ っ て ：
電 気 治 療 装 置 の オ ペ レ ー タ に よ り 、 前 記 電 気 治 療 装 置 に よ り 生 成 さ れ る イ ン ス ト ラ ク シ ョ
ン に 基 づ き 、 患 者 へ の 処 置 を 実 行 す る ス テ ッ プ ； 及 び
前 記 電 気 治 療 装 置 に よ り 前 記 患 者 に 実 行 さ れ た 過 去 の 処 置 に 応 答 し 、 前 記 患 者 の 少 な く と
も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ の 検 出 さ れ た 変 化 に 基 づ き 、 前 記 電 気 治 療 装 置 に よ り 生 成 さ
れ る 前 記 イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン を 適 応 的 に 調 整 す る ス テ ッ プ ；
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 一 般 に 、 電 気 療 法 装 置 に 関 す る 。 具 体 的 に は 、 本 発 明 は 、 電 気 療 法 装 置 に よ り
治 療 さ れ た 患 者 の 電 気 シ ョ ッ ク 後 の リ ズ ム を 分 析 し 、 そ の 分 析 結 果 を 利 用 し 患 者 の 処 置 に
関 す る 決 定 を 行 う 方 法 及 び 装 置 に 関 す る 。 電 気 療 法 装 置 は 、 細 動 除 去 器 （ defibrillator
） 、 電 気 除 細 動 器 （ cardioverter） 、 及 び 電 気 療 法 装 置 の 動 作 を シ ミ ュ レ ー ト す る ト レ ー
ニ ン グ 装 置 を 含 む 。 細 動 除 去 器 は 、 自 動 あ る い は 半 自 動 体 外 式 細 動 除 去 器 （ AED） を 含 む
。
【 ０ ０ ０ ２ 】
電 気 療 法 装 置 は 、 患 者 の 様 々 な 心 臓 不 整 脈 の 治 療 の た め 、 電 気 シ ョ ッ ク を 与 え る の に 利 用
さ れ る 。 例 え ば 、 体 外 式 細 動 除 去 器 は 、 典 型 的 に は 、 通 常 患 者 の 胴 に 装 着 さ れ た 電 極 を 通
じ て 、 （ 植 え 込 み 可 能 な 細 動 除 去 器 （ implantable　 defibrillator） と 比 較 し て ） 相 対 的
に 高 い エ ネ ル ギ ー の 電 気 シ ョ ッ ク を 患 者 に 与 え る 。 体 外 式 細 動 除 去 器 は 、 心 室 細 動 （ VF）
や 除 細 動 可 能 な （ shockable） 心 室 頻 拍 （ VT） を 正 常 な 洞 調 律 （ sinus　 rhythm） へ の 変 換
に 利 用 さ れ る 。 同 様 に 、 体 外 式 電 気 除 細 動 器 は 、 心 房 細 動 （ AF） を よ り 正 常 な 心 臓 リ ズ ム
に 変 換 す る た め ペ ー ス シ ョ ッ ク を 与 え る の に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
突 然 心 停 止 （ SCA） は 、 米 国 に お け る 死 亡 原 因 の 第 １ 位 で あ る 。 １ 日 に 平 均 １ ０ ０ ０ 人 が
亡 く な っ て い る 。 こ れ は 、 ２ 分 間 に １ 人 が 亡 く な っ て い る と い う こ と と 同 じ で あ る 。 大 部
分 の SCAは VFに よ り 引 き 起 こ さ れ 、 心 臓 の 筋 繊 維 が 協 調 す る こ と な く 収 縮 し 、 そ れ に よ り
体 へ の 通 常 の 血 流 の 停 止 が 引 き 起 こ さ れ る 。 VFの 唯 一 の 効 果 的 治 療 法 は 、 患 者 の 心 臓 に 電
気 シ ョ ッ ク を 印 加 す る 電 気 除 細 動 で あ る 。 こ の 電 気 シ ョ ッ ク は 、 自 発 的 組 織 心 筋 脱 分 極 を
可 能 に す る た め 心 筋 細 胞 の 要 部 を 脱 分 極 す る こ と に よ っ て 、 （ 電 気 除 細 動 と 呼 ば れ る 処 理
で ） 心 臓 の 異 常 な 電 気 活 動 を 解 消 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
効 果 的 に す る た め に 、 VFが 発 現 す る 数 分 の う ち に 除 細 動 シ ョ ッ ク が 患 者 に 与 え ら れ ね ば な
ら な い 。 研 究 に よ る と 、 VFの 発 現 後 １ 分 以 内 に 除 細 動 シ ョ ッ ク が 与 え ら れ る と 、 生 存 率 は
１ ０ ０ ％ ま で 可 能 と な る 。 し か し な が ら 、 ６ 分 後 で は 、 生 存 率 は 約 ３ ０ ％ ま で 低 下 し 、 １
２ 分 を 過 ぎ る と 、 生 存 率 は ゼ ロ に 近 づ く 。 重 要 な こ と は 、 経 過 時 間 が 長 い ほ ど 、 脳 か ら 酸
素 が 奪 わ れ る 時 間 が 長 く な り 、 よ り 高 い 確 率 で 脳 障 害 が 引 き 起 こ さ れ る 。 除 細 動 器 へ の ア
ク セ ス が 改 善 さ れ る ほ ど 、 SCAか ら の 生 存 率 は 増 加 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
典 型 的 に 、 AEDは ア ル ゴ リ ズ ム を 利 用 し て 、 シ ョ ッ ク が 患 者 に 与 え ら れ る べ き か ど う か 決
定 す る 。 患 者 の 心 信 号 の 記 録 及 び 分 析 の た め の 様 々 な ア ル ゴ リ ズ ム や プ ロ グ ラ ム 可 能 な シ
ス テ ム が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 Epsteinら に よ る 米 国 特 許 第 5,421,830号 「 患 者 の 心 信 号
の 記 録 及 び 分 析 手 段 を 有 す る プ ロ グ ラ ミ ン グ シ ス テ ム （ Programming　 System　 Having　 M
eans　 for　 Recording　 and　 Analyzing　 a　 Patient’ s　 Cardiac　 Signal） 」 、 不 整 脈
の 検 出 を 行 う プ ロ グ ラ ミ ン グ シ ス テ ム を 教 示 し 、 そ の 明 細 書 の 内 容 す べ て が 参 照 す る こ と
に よ り こ こ に 含 め ら れ る 。 当 該 プ ロ グ ラ ミ ン グ シ ス テ ム は 、 植 込 み 型 心 臓 シ ミ ュ レ ー テ ィ
ン グ 装 置 （ ICD） に プ ロ グ ラ ム さ れ る 血 流 動 作 に 関 す る 様 々 な リ ズ ム 検 出 基 準 及 び /ま た は
パ ラ メ ー タ の 最 適 な 設 定 で 実 行 さ れ る 。 Houimら に よ る 米 国 特 許 第 5,951,484号 「 患 者 の 不
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整 脈 感 受 性 の 非 侵 襲 決 定 方 法 （ Method　 of　 Non-Invasively　 Determining　 a　 Patient
’ s　 Susceptibility　 to　 Arrhythmia） 」 は 、 バ イ ア ス 及 び 非 バ イ ア ス QRS群 （ QRS　 com
plex） を 利 用 し た 患 者 の 不 整 脈 感 受 性 検 出 方 法 を 開 示 し 、 そ の 明 細 書 の 内 容 す べ て が 参 照
す る こ と に よ り こ こ に 含 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
AEDに よ り 利 用 さ れ る ア ル ゴ リ ズ ム は 、 典 型 的 に 、 患 者 の 脈 拍 情 報 に 頼 ら な い 。 な ぜ な ら
、 脈 拍 情 報 は AEDに よ り 使 用 さ れ る 電 極 パ ッ ド を 通 じ て は 取 得 不 可 能 で あ り 、 ま た ユ ー ザ
に よ り 与 え ら れ る 情 報 は 正 確 性 に 問 題 が あ る か ら で あ る 。 患 者 に シ ョ ッ ク を 与 え る べ き か
を 決 め る 脈 拍 情 報 が 利 用 で き な い こ と に よ り 、 潜 在 的 に 除 細 動 可 能 な リ ズ ム に 対 し 、 シ ョ
ッ ク を 与 え な い と い う 判 断 を し て し ま う 可 能 性 が あ る 。 こ れ は 、 AEDは シ ョ ッ ク を 与 え る
こ と に 慎 重 で あ る と い う 理 由 に よ る 。 AEDは ま た 、 過 去 の 分 析 結 果 や プ ロ ト コ ル イ ベ ン ト
（ protocol　 event） と は 別 に 、 患 者 か ら の 心 電 図 （ ECG） デ ー タ の 各 セ グ メ ン ト を 分 析 す
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
AED患 者 分 析 シ ス テ ム の 開 発 に お け る 長 足 の 進 歩 に も か か わ ら ず 、 患 者 へ の 処 置 を 評 価 す
る AEDア ル ゴ リ ズ ム に よ る 処 置 及 び 決 定 の 効 果 の さ ら な る 改 善 が 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 患
者 へ の 処 置 を 向 上 さ せ る ECG評 価 方 法 の 必 要 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 電 気 治 療 装 置 を 含 む 。 少 な く と も １ つ 以 上 の セ ン サ が 患 者 の 少 な く と も １ つ 以
上 の 生 理 パ ラ メ ー タ を 感 知 す る 。 コ ン ト ロ ー ラ が 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー
タ に 対 応 す る 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の セ ン サ か ら の 信 号 を 受 信 す る よ う 前 記 少 な く と も
１ つ 以 上 の セ ン サ に 接 続 さ れ る 。 プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ー ド は 、 検 出 さ れ た 前 記 少 な く と も １
つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ の 変 化 に 応 答 し て 、 患 者 へ の 処 置 を 適 応 的 に 調 整 す る 意 思 決 定 基
準 を 備 え る 。 少 な く と も １ 対 以 上 の 電 極 が コ ン ト ロ ー ラ に 接 続 さ れ 、 前 記 患 者 へ の 前 記 処
置 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は ま た 、 患 者 の 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ を 感 知 す る 少 な く と も １ つ 以
上 の セ ン サ を 備 え る 電 気 治 療 装 置 に 関 す る 。 回 路 が 前 記 セ ン サ に 接 続 さ れ 、 患 者 の 生 理 パ
ラ メ ー タ を 検 出 す る よ う 構 成 さ れ る 。 コ ン ト ロ ー ラ が 前 記 回 路 に 接 続 さ れ 、 前 記 少 な く と
も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ に 対 応 す る 前 記 回 路 か ら の 信 号 を 受 信 す る 。 前 記 回 路 は 、 測
定 さ れ た 前 記 パ ラ メ ー タ の 値 の 変 化 に 応 じ た 意 思 決 定 基 準 を 実 現 す る よ う 構 成 さ れ 、 前 記
意 思 決 定 基 準 に 基 づ き 患 者 へ の 処 置 を 適 応 的 に 調 整 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 電 気 治 療 の 実 行 方 法 に 関 す る 。 該 方 法 は 、 患 者 の 少 な く と も １ つ 以 上
の 生 理 パ ラ メ ー タ を 検 出 す る ス テ ッ プ を 備 え る 。 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー
タ が 解 析 さ れ る 。 検 出 さ れ た 前 記 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ の 変 化 に 応 答 し 、
患 者 へ の 処 置 が 適 応 的 に 調 整 さ れ る 。 前 記 処 置 が 前 記 患 者 に 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 患 者 へ の 電 気 治 療 の 実 行 方 法 を 提 供 す る 。 該 方 法 は 、 電 気 治 療 装 置 の
オ ペ レ ー タ に よ り 、 前 記 電 気 治 療 装 置 に よ り 生 成 さ れ る イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン に 基 づ き 、 患
者 へ の 処 置 を 実 行 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 電 気 治 療 装 置 に よ り 前 記 患 者 に 実 行 さ れ た 過 去 の
処 置 に 応 答 し 、 前 記 患 者 の 少 な く と も １ つ 以 上 の 生 理 パ ラ メ ー タ の 検 出 さ れ た 変 化 に 基 づ
き 、 前 記 電 気 治 療 装 置 に よ り 生 成 さ れ る 前 記 イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン を 適 応 的 に 調 整 す る ス テ
ッ プ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ２ 】
電 気 治 療 装 置 が 開 示 さ れ る 。 該 電 気 治 療 装 置 は 、 セ ン サ 、 該 セ ン サ に 接 続 さ れ 、 心 臓 信 号
を 検 出 す る よ う 構 成 さ れ る コ ン ト ロ ー ラ 、 及 び そ こ に 保 存 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ミ
ン グ コ ー ド を 有 す る メ モ リ か ら な る 。 前 記 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ー ド は 、 過 去 に
検 出 さ れ た 心 臓 信 号 に 応 答 し て 、 患 者 へ の 処 置 を 適 応 的 に 調 整 す る 意 思 決 定 基 準 を 備 え る
前 記 コ ン ト ロ ー ラ に お い て 実 行 さ れ る 。 前 記 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ー ド は 、 さ ら

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-528152 A 2004.9.16



に 、 意 思 決 定 基 準 を 備 え て も よ い 。 前 記 意 思 決 定 基 準 は 、 シ ョ ッ ク 投 与 決 定 を 生 成 す る こ
と に よ り 、 患 者 へ の 処 置 を 適 応 的 に 調 整 す る こ と が で き 、 あ る い は 、 治 療 の 決 定 を 生 成 す
る こ と に よ り 患 者 へ の 処 置 を 適 応 的 に 調 整 し て も よ い 。 前 記 コ ン ト ロ ー ラ に 接 続 さ れ る ユ
ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス が 提 供 さ れ て も よ い 。 前 記 ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス は 、 ユ ー ザ が 前 記 コ
ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ミ ン グ ア ル ゴ リ ズ ム の 前 記 意 思 決 定 基 準 を 適 応 的 に 調 整 す る こ と を 可
能 に す る 。 前 記 ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス は 、 例 え ば 、 前 記 装 置 と 関 連 付 け ら れ た 触 知 可 能 な
入 力 装 置 を 備 え て も よ い 。 判 断 に お い て 患 者 の 生 理 パ ラ メ ー タ の 利 用 す る 前 記 意 思 決 定 基
準 は 最 適 化 さ れ る 。 患 者 の 生 理 パ ラ メ ー タ は 、 例 え ば 、 心 拍 数 、 伝 導 変 数 及 び 安 定 性 変 数
を 含 む 。 典 型 的 に は 、 本 装 置 は ECGパ ラ メ ー タ 、 心 拍 数 、 伝 導 変 数 及 び 安 定 性 変 数 の よ う
な 心 臓 信 号 を 解 析 す る 。 前 記 コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ー ド は 、 典 型 的 に は 、 患 者 の
過 去 事 象 及 び /ま た は 不 整 脈 分 析 ア ル ゴ リ ズ ム の 決 定 に 基 づ き 、 代 替 的 な 患 者 へ の 治 療 を
薦 め る よ う 前 記 コ ン ト ロ ー ラ に お い て 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
電 気 治 療 装 置 は ま た 、 セ ン サ と 該 セ ン サ に 接 続 さ れ る 回 路 を 備 え て も よ い 。 前 記 回 路 は 患
者 の 整 理 パ ラ メ ー タ を 検 出 す る よ う 構 成 さ れ る 。 本 装 置 は ま た 、 前 記 回 路 に 接 続 さ れ る コ
ン ト ロ ー ラ を 備 え 、 測 定 さ れ た 前 記 パ ラ メ ー タ の 値 に 応 じ た 意 思 決 定 基 準 を 実 現 し 、 前 記
意 思 決 定 基 準 に 基 づ き 患 者 へ の 処 置 を 適 応 的 に 調 整 す る よ う 構 成 さ れ て も よ い 。 患 者 の 生
理 パ ラ メ ー タ は 、 典 型 的 に は 、 ECGパ ラ メ ー タ 、 心 拍 パ ラ メ ー タ 、 心 臓 状 態 変 数 、 心 臓 安
定 性 変 数 、 血 圧 、 SPO 2 、 そ の 他 適 当 な 生 理 パ ラ メ ー タ を 含 む 。 前 記 意 思 決 定 基 準 は 、 過 去
の 決 定 結 果 を 含 む 患 者 の 生 理 パ ラ メ ー タ を 利 用 し て 、 実 行 す べ き 適 切 な 治 療 を 決 定 す る 。
こ の 情 報 か ら 、 前 記 意 思 決 定 基 準 は 、 シ ョ ッ ク 投 与 の 判 断 を 生 成 す る か 、 あ る い は 、 治 療
判 断 を 生 成 す る （ 例 え ば 、 適 当 な 薬 剤 を 投 与 す る 判 断 ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
電 気 治 療 の 実 行 方 法 は 、 患 者 の 生 理 パ ラ メ ー タ を 検 出 す る 回 路 と セ ン サ 、 及 び 制 御 回 路 を
提 供 す る ス テ ッ プ を 備 え る こ と が で き る 。 前 記 制 御 回 路 は 、 前 記 意 思 決 定 基 準 に 基 づ き 処
置 を 適 応 的 に 調 整 す る 意 思 決 定 基 準 を 実 現 し 、 前 記 患 者 の 生 理 パ ラ メ ー タ を 検 出 す る こ と
が で き る 。 前 記 制 御 回 路 は ま た 、 前 記 患 者 の 生 理 パ ラ メ ー タ を 解 析 し 、 患 者 の 過 去 生 理 パ
ラ メ ー タ が 解 析 済 み か ど う か 判 断 す る 。 も し 患 者 の 過 去 生 理 パ ラ メ ー タ が 解 析 済 み で あ る
な ら ば 、 前 記 患 者 の 過 去 生 理 パ ラ メ ー タ は 、 前 記 解 析 さ れ た 生 理 パ ラ メ ー タ と 共 に 解 析 さ
れ る 。 こ の 評 価 に 基 づ き 処 置 が 決 定 さ れ る 。 も し 患 者 の 過 去 生 理 パ ラ メ ー タ が 解 析 さ れ て
い な け れ ば 、 前 記 解 析 さ れ た 患 者 の 生 理 パ ラ メ ー タ は 解 析 さ れ 、 そ の 評 価 に 基 づ き 処 置 が
決 定 さ れ る 。 前 記 回 路 は ま た 、 患 者 へ の 処 置 の 送 出 を 行 う 。 前 述 の よ う に 、 患 者 の 生 理 パ
ラ メ ー タ は 、 例 え ば 、 ECGセ グ メ ン ト を 含 み 、 心 拍 数 、 心 臓 状 態 、 心 臓 安 定 性 、 血 圧 、 及
び SPO 2 な ど が 分 析 さ れ る 。 治 療 の 送 出 に は ま た 、 既 知 の 過 去 の 分 析 結 果 に 基 づ き 、 適 応 的
に 調 整 さ れ た 制 御 回 路 に よ る 患 者 へ の シ ョ ッ ク 送 出 を 可 能 に す る ス テ ッ プ を 備 え て も よ い
。 前 記 セ ン サ は 患 者 の 電 極 で あ り 、 前 記 回 路 は 心 臓 事 象 検 出 シ ス テ ム で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 他 の 課 題 及 び 効 果 が 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 を 参 照 す る こ と に よ り 当 業 者 に は 容 易 に
明 ら か に な る で あ ろ う 。 こ の 詳 細 な 説 明 は 、 本 発 明 の 実 行 に 関 し て 考 え ら れ る ベ ス ト モ ー
ド を 単 に 示 す こ と に よ り 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 を 示 し 、 説 明 し て い る 。 理 解 さ れ る よ う
に 、 本 発 明 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 本 発 明 の 他 の 異 な る 実 施 例 が 可 能 で あ り 、 ま た そ の 詳
細 は 様 々 な 点 で 修 正 が 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 図 面 や 説 明 は 本 来 的 に 例 示 的 な も の で あ り 、
限 定 的 な も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 課 題 及 び 効 果 は 、 添 付 さ れ た 図 面 と 共 に 考 え ら れ る と 、 よ り 明 確 に 理 解 さ れ る で
あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
当 業 者 が 本 発 明 の 開 発 及 び 利 用 が 可 能 に な る よ う 以 下 の 説 明 は 与 え ら れ る 。 当 業 者 に は 好
適 な 実 施 例 へ の 様 々 な 修 正 が 容 易 に 明 ら か で あ り 、 こ こ で の 原 理 は 添 付 さ れ る ク レ ー ム に
よ り 定 義 さ れ る 本 発 明 の 意 図 及 び 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 他 の 実 施 例 及 び 応 用 に 適 用
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で き る で あ ろ う 。 本 発 明 は 、 示 さ れ る 実 施 例 に 制 限 さ れ る も の で な く 、 こ こ で 開 示 さ れ る
原 理 及 び 特 徴 に 合 っ た 最 も 広 い 範 囲 に 一 致 さ せ ら れ る べ き も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 に よ る 電 気 療 法 装 置 は 、 患 者 の 少 な く と も １ つ の 生 理 的 パ ラ メ ー タ を 感 知 す る よ う
動 作 す る 少 な く と も １ つ の セ ン サ を 含 む 。 こ の 生 理 パ ラ メ ー タ に は 、 ECGパ ラ メ ー タ 、 心
拍 パ ラ メ ー タ 、 心 臓 状 態 、 心 臓 安 定 性 、 血 圧 、 SPO 2 及 び /ま た は 他 の パ ラ メ ー タ が 含 ま れ
う る 。 生 理 パ ラ メ ー タ が ECGパ ラ メ ー タ で あ る 場 合 、 パ ラ メ ー タ に は 伝 導 変 数 （ conductio
n　 variable） 及 び /ま た は 安 定 性 変 数 （ stability　 variable） が 含 ま れ う る 。 セ ン サ に
は 、 心 拍 セ ン サ 、 呼 吸 セ ン サ 及 び /ま た は 他 の セ ン サ が 含 ま れ る 。 典 型 的 に は 、 そ の よ う
な セ ン サ の 少 な く と も １ つ は 患 者 の 体 の 一 部 に 接 触 し 、 測 定 さ れ る 少 な く と も １ つ の 生 理
パ ラ メ ー タ に 対 応 し た 信 号 を 生 成 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ の よ う な セ ン サ に は コ ン ト ロ ー ラ が 接 続 さ れ る 。 コ ン ト ロ ー ラ は 、 １ つ 以 上 の プ ロ セ ッ
サ 、 セ ン サ の 動 作 を 制 御 す る 回 路 及 び 他 の 構 成 要 素 を 備 え る 。 コ ン ト ロ ー ラ は セ ン サ か ら
信 号 を 受 信 す る 。 コ ン ト ロ ー ラ と セ ン サ は 、 セ ン サ か ら コ ン ト ロ ー ラ に 伸 び る リ ー ド ワ イ
ヤ に よ り 接 続 さ れ る 。 あ る い は 、 セ ン サ と コ ン ト ロ ー ラ は 、 適 当 な 無 線 通 信 プ ロ ト コ ル を
利 用 し ワ イ ヤ レ ス 接 続 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
コ ン ト ロ ー ラ に よ り 実 行 さ れ る コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ー ド を 記 憶 す る た め の 装 置
に は メ モ リ が 備 え ら れ る 。 こ の プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ー ド に は 、 検 出 さ れ る 生 理 パ ラ メ ー タ の
変 化 に 応 答 し て 、 患 者 へ の 処 置 を 調 整 す る 意 思 決 定 基 準 が 含 ま れ る 。 こ の 意 思 決 定 基 準 は
、 生 理 パ ラ メ ー タ を 解 析 す る 決 定 木 を 含 ん で も よ い 。 意 思 決 定 処 理 は 、 類 似 の 状 況 に お い
て 介 護 人 が 患 者 を ケ ア す る の に 利 用 す る 医 療 知 識 を 含 み う る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う に し て 、 意 思 決 定 処 理 は 、 医 師 や 緊 急 医 療 技 術 者 が 類 似 の 状 況 に お い て 患 者 に 行
う 意 思 決 定 処 理 を 利 用 し て 、 セ ン サ か ら の 心 電 図 信 号 を 解 析 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、
プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ー ド は 、 患 者 の 過 去 の 事 象 （ prior　 patient　 event） 及 び /ま た は 不 整
脈 分 析 に 基 づ き 、 代 替 と な る 患 者 の 治 療 法 を 薦 め る よ う コ ン ピ ュ ー タ に お い て 実 行 さ れ る
。 患 者 の 過 去 の 事 象 と は 、 当 該 患 者 が こ の 装 置 に よ り 治 療 さ れ た と き に 起 こ っ た 事 象 を い
う 。 こ の よ う に し て 、 本 発 明 は 、 装 置 使 用 中 に 患 者 へ の 処 置 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
患 者 の 生 理 状 態 の 変 化 及 び /ま た は 変 化 の 傾 向 を 考 慮 す る こ と に よ り 、 本 発 明 は 、 い つ で
も 状 況 以 上 の こ と を 推 測 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 、 患 者 が あ る 方 法 で 反 応 す る
か 、 あ る い は 反 応 し な け れ ば 、 本 発 明 は こ の こ と を 考 慮 し 、 処 置 を 変 更 す る こ と が で き る
。 こ の よ う に し て 、 本 発 明 は 、 あ る 時 点 で の 患 者 の 状 態 は 分 析 す る が 、 過 去 の 分 析 あ る い
は 処 置 の 結 果 を 考 慮 し な い 既 存 の 装 置 と は 異 な る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
例 え ば 、 標 準 的 な 処 置 手 順 に は 、 心 室 細 動 （ VF） が 患 者 の ECGの 解 析 に よ り 検 出 さ れ る た
び に 、 患 者 に シ ョ ッ ク を 与 え る 処 置 が 含 ま れ て い る 。 他 方 、 本 発 明 を 実 現 す る 装 置 は 異 な
る 動 作 を す る 。 一 例 に よ る と 、 VFか ら 他 の ECGリ ズ ム へ 変 え る た め 数 回 患 者 は シ ョ ッ ク を
与 え ら れ た に も か か わ ら ず 、 各 変 換 の 後 す ぐ に VFに 戻 っ て し ま う 。 こ の 履 歴 に 基 づ き 、 本
発 明 に よ る 装 置 は 、 こ の 患 者 へ の VFに 対 す る よ り 効 果 的 な 処 置 を 求 め る た め 、 代 替 的 な 処
置 を 選 択 す る か も し れ な い 。 代 替 と な る 処 置 は 、 シ ョ ッ ク 間 の CPRの 間 隔 を 長 く す る こ と
や 、 抗 不 整 脈 薬 あ る い は 血 栓 溶 解 薬 の 投 与 を 含 み う る 。 集 計 さ れ た 結 果 で あ る 意 思 決 定 基
準 の 履 歴 を 処 理 す る こ と に よ り 、 本 発 明 は 既 知 の 装 置 よ り 効 果 的 な 処 置 を 提 供 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う な プ ロ グ ラ ミ ン グ ソ フ ト ウ ェ ア を 備 え る こ と に よ っ て 、 本 発 明 は 、 処 置 中 に 治 療
手 順 を 変 更 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 は 、 装 置 の オ ペ レ ー タ 側 の 限 ら れ た 知 識 及
び /ま た は メ モ リ を 考 慮 す る こ と が で き る 。 装 置 を 操 作 し て い る の が 素 人 の 場 合 、 本 装 置
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は オ ペ レ ー タ に 患 者 へ の 処 置 に 関 す る イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン を 与 え る こ と が で き る 。 装 置 の
オ ペ レ ー タ が 習 熟 し た 人 で あ っ て も 、 本 発 明 は 知 識 に 関 す る キ ャ ッ プ 及 び /ま た は 時 間 の
経 過 を 考 慮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
医 療 知 識 の 進 歩 と と も に 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ー ド は 最 新 の 知 識 を 反 映 す る よ う 更 新 さ れ う
る 。 当 業 者 は 、 こ こ で の 開 示 に よ り 過 度 の 実 験 を 行 う こ と な く 、 そ の よ う な 医 療 知 識 や 意
思 決 定 基 準 を 備 え た コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ー ド を 生 成 す る こ と が で き る で あ ろ う
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
実 際 に は 、 意 思 決 定 基 準 は オ ペ レ ー タ へ の 処 置 メ ッ セ ー ジ を 生 成 す る プ ロ セ ッ サ に 影 響 を
与 え る 。 こ の よ う に 、 意 思 決 定 基 準 は 、 ユ ー ザ が 従 う 治 療 決 定 を 生 成 し う る 。 例 え ば 、 意
思 決 定 基 準 は 、 装 置 の オ ペ レ ー タ へ の シ ョ ッ ク を 与 え る べ き か ど う か の メ ッ セ ー ジ を 生 成
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の メ ッ セ ー ジ は 、 文 字 あ る い は 音 声 形 態 で オ ペ レ ー タ に 与 え ら れ る 。 こ の 場 合 、 装 置 に
は 、 コ ン ト ロ ー ラ と 接 続 さ れ た ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス が 含 ま れ て も よ い 。 こ の ユ ー ザ イ ン
タ フ ェ ー ス は 、 ユ ー ザ に よ る プ ロ グ ラ ミ ン グ コ ー ド の 意 思 決 定 基 準 の 適 応 を 可 能 に す る 。
例 え ば 、 ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス は 、 触 知 可 能 な １ つ 以 上 の 入 力 装 置 の よ う な 、 意 思 決 定 基
準 に よ る 患 者 の 状 態 の 分 析 に 利 用 さ れ る 患 者 の 情 報 の ユ ー ザ に よ る 入 力 の た め の メ ニ ュ ー
を 備 え て も よ い 。 こ の 触 知 可 能 な 入 力 装 置 は 、 １ つ 以 上 の ボ タ ン あ る い は 他 の 要 素 を 含 ん
で も よ い 。 ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス は ま た 、 ユ ー ザ に メ ッ セ ー ジ を 送 信 し 、 ユ ー ザ に 情 報 の
入 力 を 促 し 、 及 び /ま た は ユ ー ザ に イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン を 与 え る た め の ス ピ ー カ ー 及 び /ま
た は デ ィ ス プ レ イ を 備 え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 に よ る 装 置 は ま た 、 患 者 へ の 処 置 を 監 視 す る た め の 少 な く と も １ 対 の 電 極 を 備 え る
。 他 の 実 施 例 で は 、 セ ン サ と 電 極 は 同 一 の も の で あ っ て も よ い 。 言 い 換 え る と 、 同 一 の 電
極 が 、 患 者 の 心 電 図 信 号 の 感 知 と 、 必 要 に 応 じ た 患 者 へ の 除 細 動 シ ョ ッ ク の 実 行 の た め 利
用 さ れ て も よ い 。 セ ン サ は 、 例 え ば 、 リ ー ド 線 に よ り 、 コ ン ト ロ ー ラ に 接 続 さ れ る 。 コ ン
ト ロ ー ラ は 、 意 思 決 定 処 理 が 処 置 の 必 要 性 を 示 し た と き 、 患 者 に 除 細 動 エ ネ ル ギ ー や 他 の
処 置 を 与 え る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
以 下 で は 、 本 発 明 の よ り 詳 細 な 実 施 例 が 説 明 さ れ る 。 図 １ は 、 装 置 １ ０ を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。 装 置 １ ０ は 電 気 治 療 装 置 で あ る 。 装 置 １ ０ は 、 患 者 に 対 し 除 細 動 、 電 気 除 細 動 を
行 っ た り 、 ペ ー ス を 整 え た り 、 こ れ ら の 特 徴 の 組 み 合 わ せ で あ っ て も よ い 。 装 置 １ ０ は 、
エ ネ ル ギ ー 送 出 シ ス テ ム １ ４ を 操 作 し 、 装 置 の 動 作 の 他 の 面 を 実 行 す る コ ン ト ロ ー ラ １ ２
を 備 え る 。 装 置 を 操 作 す る ソ フ ト ウ ェ ア の イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン は 、 内 臓 ROM１ ６ の よ う な
読 み 出 し 専 用 メ モ リ （ ROM） か ら ア ク セ ス 可 能 で あ る 。 コ ン ト ロ ー ラ は 、 ROM１ ６ か ら 操 作
の た め の イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン に ア ク セ ス す る 。 こ こ で 、 本 実 施 例 及 び 以 下 で 説 明 さ れ る 他
の 実 施 例 に お い て 、 「 コ ン ト ロ ー ラ 」 は マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ 、 コ ン ト ロ ー ラ 、 ゲ ー ト ア レ
イ 、 他 の 制 御 論 理 、 あ る い は こ れ ら 要 素 の 組 み 合 わ せ を 意 味 し て い る と 理 解 さ れ る べ き で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
コ ン ト ロ ー ラ １ ２ は 、 メ モ リ バ ス １ ８ を 介 し ROM１ ６ と 通 信 す る 。 記 録 可 能 メ モ リ モ ジ ュ
ー ル ３ ２ は が 、 図 １ に 示 す よ う に 、 電 極 シ ス テ ム ３ ６ を 介 し 装 置 １ ０ に 装 着 さ れ る 。 電 極
シ ス テ ム ３ ６ は 、 電 極 ２ ８ と 電 極 ア ダ プ タ ２ ６ を 備 え る 。 し か し な が ら 、 電 極 が 除 細 動 器
に 直 接 接 続 さ れ て い る 場 合 、 ア ダ プ タ ２ ６ は 必 要 で な い と い う こ と は 当 業 者 に は 明 ら か で
あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ １ 】
電 極 ア ダ プ タ ２ ６ は 、 電 極 ２ ８ に 接 続 さ れ 、 装 置 １ ０ に 取 り 外 し 可 能 な 状 態 で 接 続 さ れ る
。 本 発 明 の 利 用 に 適 し た 電 極 シ ス テ ム ３ ６ は 、 例 え ば 、 Heartstream　 ForeRunner（ 登 録
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商 標 ） 電 極 で あ る か も し れ な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
電 極 ２ ８ は 、 電 極 ア ダ プ タ ２ ６ を 介 し 患 者 モ ニ タ ２ ４ と 通 信 し 、 患 者 か ら の 患 者 ECGデ ー
タ を 患 者 モ ニ タ ２ ４ に 提 供 す る 。 電 極 は 、 除 細 動 の 送 出 、 患 者 の 状 態 の 監 視 、 ペ ー ス パ ル
ス の 送 出 、 あ る い は こ れ ら の 特 徴 の 組 み 合 わ せ が 可 能 な 電 極 を 備 え る 。 AEDで は 、 患 者 モ
ニ タ ２ ４ は 、 患 者 の 心 臓 リ ズ ム を 監 視 し 、 監 視 さ れ て い る リ ズ ム が 除 細 動 可 能 で あ る か を
決 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
リ ズ ム が 除 細 動 可 能 で あ る 場 合 、 患 者 モ ニ タ ２ ４ は コ ン ト ロ ー ラ １ ２ に 除 細 動 の 決 定 を 送
信 す る 。 そ の 後 、 コ ン ト ロ ー ラ １ ２ は エ ネ ル ギ ー 送 出 シ ス テ ム １ ４ と 通 信 す る 。 エ ネ ル ギ
ー 送 出 シ ス テ ム １ ４ は 、 電 極 ア ダ プ タ ２ ６ を 介 し 除 細 動 器 １ ０ に 装 着 さ れ た 電 極 ２ ８ を 通
じ て 、 エ ネ ル ギ ー 源 と し て 電 源 ２ ０ を 利 用 す る こ と に よ り 、 治 療 の た め の エ ネ ル ギ ー パ ル
ス を 患 者 （ 図 示 せ ず ） に 送 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
AEDの 要 部 が 図 ２ の ブ ロ ッ ク 図 に お い て 示 さ れ る 。 AEDの 動 作 に 関 す る さ ら な る 詳 細 な 情 報
は 、 Coleに よ る 米 国 特 許 第 5,836,993号 「 電 気 治 療 装 置 制 御 シ ス テ ム 及 び 方 法 （ Electroth
erapy　 Device　 Control　 System　 and　 Method） 」 と Glinerら に よ る 米 国 特 許 第 5,593,4
27号 「 電 気 治 療 方 法 （ Electrotherapy　 Method） 」 に お い て 得 る こ と が で き 、 そ の 明 細 書
の 内 容 す べ て が 参 照 す る こ と に よ り こ こ に 含 め ら れ る 。 。 当 業 者 に 認 識 さ れ る よ う に 、 本
発 明 は 、 様 々 な AEDに お い て 利 用 可 能 で あ り 、 例 示 の た め に 使 用 さ れ た 上 記 構 成 に 制 限 さ
れ る も の で な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
本 例 示 で は 、 除 細 動 器 制 御 機 能 は 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ユ ニ ッ ト （ MPU） １ ０ ２ と ２ つ の
カ ス タ ム ゲ ー ト ア レ イ １ ０ ４ と １ ０ ６ に 分 割 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
MPU１ ０ ２ は 、 ROM１ １ ４ か ら 提 供 さ れ る ソ フ ト ウ ェ ア イ ン ス ト ラ ク シ ョ ン に 従 い 、 プ ロ グ
ラ ム ス テ ッ プ を 実 行 す る 。 MPU１ ０ ２ は 、 （ デ ィ ス プ レ イ コ ン ト ラ ス ト ボ タ ン １ ０ ８ ） の
よ う な 特 定 の ボ タ ン と 、 （ シ ョ ッ ク ボ タ ン や 電 極 コ ネ ク タ に 関 す る LEDの よ う な ） 特 定 の
シ ス テ ム LED１ １ ０ の 動 作 を 制 御 す る 。 MPU１ ０ ２ は 、 ブ ロ ッ ク １ １ ２ に 示 さ れ る よ う な シ
ス テ ム 状 況 情 報 を 受 け 取 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ゲ ー ト ア レ イ １ ０ ４ は 、 シ ス テ ム ROM１ １ ４ へ の メ モ リ マ ッ プ を 実 現 す る 。 シ ス テ ム ROM１
１ ４ は 、 EPROMや 他 の 電 気 的 に 消 去 可 能 ・ プ ロ グ ラ ム 可 能 な 不 揮 発 性 メ モ リ の 使 用 が 可 能
で あ る が 、 フ ラ ッ シ ュ ROMで あ る こ と が 好 ま し い 。 ゲ ー ト ア レ イ １ ０ ４ は ま た 、 デ ィ ス プ
レ イ １ １ ８ 、 ス ピ ー カ ー １ ２ ０ 及 び マ イ ク ロ フ ォ ン １ ２ ２ を 制 御 す る 。 ゲ ー ト ア レ イ １ ０
４ は 、 処 置 モ ー ド に お い て ユ ー ザ に よ る シ ョ ッ ク ボ タ ン １ ２ ６ の 作 動 に 応 答 し て 、 シ ョ ッ
ク 送 出 内 の 中 継 と ECGフ ロ ン ト エ ン ド シ ス テ ム １ ２ ４ を 作 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ゲ ー ト ア レ イ １ ０ ６ は 、 除 細 動 器 と そ の 構 成 要 素 の 自 動 自 己 テ ス ト を 実 行 す る こ と に よ り
、 シ ス テ ム モ ニ タ 機 能 を 提 供 す る 。 ゲ ー ト ア レ イ １ ０ ６ は 、 状 況 デ ィ ス プ レ イ １ ２ ８ に 除
細 動 器 の 動 作 状 況 を 表 示 す る 。 適 切 な 自 己 テ ス ト の 詳 細 は 、 Powersら に よ る 米 国 特 許 第 5,
879,374号 「 使 用 前 自 動 自 己 テ ス ト 機 能 を 備 え た 体 外 式 除 細 動 器 （ External　 Defibrillat
or　 with　 Automated　 Self-Testing　 Prior　 to　 Use） 」 に お い て 与 え ら れ 、 そ の 明 細
書 の 内 容 す べ て が 参 照 す る こ と に よ り こ こ に 含 め ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ゲ ー ト ア レ イ １ ０ ６ は ま た 、 ユ ー ザ 起 動 ON/OFFス イ ッ チ １ ３ ０ を 備 え た 除 細 動 器 の イ ン タ
フ ェ ー ス で あ る 。 ゲ ー ト ア レ イ １ ０ ６ は 、 シ ス テ ム 構 成 要 素 を 動 作 さ せ る た め の 電 源 を 電
源 １ ３ ４ か ら 提 供 し 、 処 置 モ ー ド で 治 療 の た め の シ ョ ッ ク を 与 え る た め 、 シ ョ ッ ク 送 出 シ
ス テ ム の キ ャ パ シ タ に エ ネ ル ギ ー を 供 給 す る 電 源 管 理 サ ブ シ ス テ ム １ ３ ２ を 制 御 す る 。 ゲ
ー ト ア レ イ １ ０ ６ は ま た 、 除 細 動 器 の ECGフ ロ ン ト エ ン ド と の イ ン タ フ ェ ー ス を と り 、 処
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置 を 要 す る 患 者 の ECGパ タ ー ン の 検 出 に 応 答 し 、 シ ョ ッ ク 送 出 シ ス テ ム の シ ョ ッ ク の 送 出
を 可 能 に し 、 そ し て 、 シ ョ ッ ク 送 出 中 に 得 ら れ る シ ョ ッ ク 送 出 状 況 情 報 に 応 答 し 、 電 極 コ
ネ ク タ １ ３ ６ へ の シ ョ ッ ク の 送 出 を 制 御 す る 。 こ の 最 後 の 機 能 に 関 す る さ ら な る 情 報 は 、
Glinerら に よ る 米 国 特 許 第 5,735,879号 「 体 外 式 除 細 動 器 の 電 気 治 療 方 法 （ Electrotherap
y　 Method　 for　 External　 Defibrillator） 」 と 、 Cameronら に よ る 米 国 特 許 第 5,607,45
4号 「 電 気 治 療 方 法 及 び 装 置 （ Electrotherapy　 Method　 and　 Apparatus） 」 に お い て 与
え ら れ 、 そ の 明 細 書 の 内 容 す べ て が 参 照 す る こ と に よ り こ こ に 含 め ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ れ ら の 除 細 動 器 の 構 成 要 素 は 、 図 示 さ れ る よ う に 、 適 当 な 通 信 バ ス を 介 し 互 い に 通 信 す
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
体 外 式 除 細 動 器 １ ０ ０ は 、 自 己 テ ス ト モ ー ド 、 ス タ ン バ イ モ ー ド 、 設 定 モ ー ド 、 患 者 処 置
モ ー ド 、 ト レ ー ニ ン グ モ ー ド 、 コ ー ド 転 送 モ ー ド の よ う な 様 々 な モ ー ド で 動 作 す る 。 除 細
動 器 １ ０ ０ の 動 作 特 徴 は 、 各 モ ー ド で 異 な る 。 さ ら に 、 上 記 モ ー ド の 何 れ か に お け る 除 細
動 器 の 動 作 特 徴 は 、 以 下 の 説 明 の よ う に 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
本 実 施 例 に よ る 体 外 式 除 細 動 器 の 動 作 は 、 電 源 １ ３ ４ の 挿 入 、 あ る い は ユ ー ザ に よ る 電 源
ボ タ ン の 作 動 に よ り 開 始 さ れ る 。 ゲ ー ト ア レ イ １ ０ ６ が 電 源 １ ３ ４ の 挿 入 を 確 認 す る と 、
ゲ ー ト ア レ イ １ ０ ４ は MPU１ ０ ２ に 起 動 シ ー ケ ン ス の 開 始 を 促 す 。 起 動 シ ー ケ ン ス は 、 MPU
１ ０ ２ が ア ド レ ス 列 を 電 源 １ ３ ４ に 送 信 す る こ と か ら 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
当 該 分 野 に お い て 既 知 の よ う に 、 患 者 処 置 モ ー ド で は 、 除 細 動 器 １ ０ ０ は 、 典 型 的 に 、 （
１ ） 電 極 １ ３ ７ が 電 極 コ ネ ク タ １ ３ ６ に 装 着 さ れ て い る か を 決 定 し ； （ ２ ） こ の 電 極 を 通
じ 患 者 か ら ECG情 報 を 受 信 し ； （ ３ ） ECG情 報 を 解 析 し 、 治 療 の た め の シ ョ ッ ク が 有 効 か ど
う か 決 定 し ； 及 び （ ４ ） シ ョ ッ ク が 有 効 で あ り 、 か つ シ ョ ッ ク ボ タ ン １ ２ ６ が ユ ー ザ に よ
り 作 動 さ れ て い れ ば 、 電 極 １ ３ ７ を 通 じ 患 者 に シ ョ ッ ク を 送 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
図 ３ に お い て 、 本 発 明 に よ る 除 細 動 器 の 動 作 方 法 が 示 さ れ る 。 除 細 動 器 １ ０ は 、 例 え ば 、
MPU１ ０ ２ に 内 蔵 さ れ た 適 応 型 電 気 治 療 診 断 ・ 処 置 シ ス テ ム （ AEDTS） を 備 え る 。 AEDTSは
、 １ つ 以 上 の 過 去 事 象 、 ア ル ゴ リ ズ ム に よ る 決 定 、 分 析 結 果 及 び /ま た は 手 順 事 象 に 基 づ
き 患 者 へ の 適 応 型 の 処 置 の 実 行 に 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
始 め に ２ ０ ０ に お い て 、 除 細 動 器 が オ ン さ れ る 。 除 細 動 器 が オ ン さ れ る と 、 ２ ０ ２ に お い
て 、 電 極 が 一 方 で 患 者 に 、 も う 一 方 で 除 細 動 器 に 装 着 さ れ る 。 当 業 者 に 明 ら か な よ う に 、
電 極 を 装 着 す る ス テ ッ プ は 、 ２ ０ ０ に お け て 除 細 動 器 を オ ン す る 前 に 実 行 さ れ て も よ い 。
あ る い は 、 電 極 を 除 細 動 器 に 装 着 す る ス テ ッ プ は 、 例 え ば 、 電 極 が す で に 除 細 動 器 に 接 続
さ れ て い る 場 合 、 省 略 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
除 細 動 器 が オ ン さ れ 、 電 極 が 患 者 と 除 細 動 器 に 装 着 さ れ る と 、 除 細 動 器 は 患 者 デ ー タ の モ
ニ タ リ ン グ を 開 始 す る こ と が で き る 。 ２ ０ ４ に お い て 、 デ ー タ は 、 典 型 的 に は 、 特 定 の 時
間 に お い て デ ー タ セ グ メ ン ト と し て 収 集 さ れ る 。 こ の 収 集 さ れ る デ ー タ セ グ メ ン ト に 対 す
る 適 切 な 時 間 と し て は 、 １ ０ 秒 な ど で あ る 。 収 集 さ れ た デ ー タ セ グ メ ン ト は 、 そ の 後 ２ ０
６ に お い て 解 析 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
２ ０ ６ に お け る デ ー タ セ グ メ ン ト の 解 析 に 基 づ く 患 者 へ の 治 療 の 実 行 に 関 す る 決 定 前 に 、
２ １ ０ に お い て 、 現 在 の 処 置 セ ッ シ ョ ン に お い て 、 す な わ ち 、 除 細 動 器 が ２ ０ ０ に お い て
オ ン さ れ て か ら 、 デ ー タ が 過 去 に 解 析 さ れ た も の で あ る か AEDTSは 判 断 す る 。 も し デ ー タ
が 過 去 に 解 析 さ れ て い れ ば 、 過 去 に 解 析 さ れ た デ ー タ が ２ １ ２ に お い て 抽 出 さ れ 、 最 も 最
近 解 析 さ れ た デ ー タ と 比 較 さ れ る 。 当 業 者 に は 明 ら か な よ う に 、 過 去 に 解 析 さ れ た デ ー タ
セ グ メ ン ト は ２ １ ４ に お い て 複 数 抽 出 さ れ 、 最 も 最 近 解 析 さ れ た デ ー タ と 比 較 さ れ て も よ
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い 。 従 っ て 、 デ ー タ セ グ メ ン ト は 、 複 数 の 過 去 デ ー タ セ グ メ ン ト と 比 較 さ れ て も よ い 。 デ
ー タ セ グ メ ン ト 分 析 に 関 す る よ り 多 く の 情 報 は 、 David　 E.　 Snyderら に よ る ２ ０ ０ ０ 年
７ 月 １ ３ 日 に 出 願 さ れ 同 時 係 属 の シ リ ア ル 番 号 09/615,280の 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 分 析 ウ ィ ン
ド ウ を 利 用 し た 患 者 の 心 臓 機 能 の 分 析 回 路 及 び 方 法 （ Circuit　 and　 Method　 for　 Analy
zing　 A　 Patient’ s　 Heart　 Function　 Using　 Overlapping　 Windows(登 録 商 標 )） 」
に お い て 利 用 可 能 で あ り 、 こ の 明 細 書 の す べ て の 内 容 が 参 照 す る こ と に よ り こ こ に 含 ま れ
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
最 も 最 近 に 解 析 さ れ た デ ー タ と 過 去 に 解 析 さ れ た デ ー タ と の 比 較 に 続 き 、 ２ １ ６ に お い て
、 患 者 へ の 処 置 の 決 定 が な さ れ 、 ２ １ ８ に お い て 、 適 当 で あ れ ば 、 患 者 に 処 置 が 送 出 さ れ
る 。 こ の 比 較 の 効 果 は 、 処 置 決 定 に お け る 変 化 を 引 き 起 こ す か も し れ な い 。 例 え ば 、 患 者
が 冠 動 脈 に 血 栓 を 有 し 、 心 臓 の 一 部 が 血 栓 に よ り 虚 血 し て い る 場 合 、 患 者 は VFに な る 傾 向
が あ る 。 こ の 状 況 で は 、 電 気 シ ョ ッ ク は 心 臓 を 除 細 動 す る で あ ろ う が 、 血 栓 は 依 然 と し て
存 在 し 、 虚 血 状 態 は 継 続 す る の で 、 す ぐ に VFが 再 発 す る 。 AEDTSシ ス テ ム が 同 一 の 患 者 の
現 在 デ ー タ と 過 去 デ ー タ と を 比 較 す る 場 合 、 こ の パ タ ー ン を 認 識 し 、 さ ら な る 除 細 動 を 行
う 前 に 、 VFの 再 発 原 因 を 取 り 除 く た め 血 栓 溶 解 処 置 を 薦 め る か も し れ な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
他 の 例 で は 、 シ ョ ッ ク 後 の リ ズ ム が 安 定 し て い な い 場 合 、 AEDTSは リ ズ ム を 安 定 さ せ る た
め 抗 不 整 脈 剤 の 投 与 を 薦 め る か も し れ な い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
も し ２ １ ０ に お い て 現 在 処 置 セ ッ シ ョ ン ２ １ ０ に お い て 過 去 に 解 析 さ れ た デ ー タ が な け れ
ば 、 AEDTSは ２ ０ ８ に お け る こ れ か ら の 利 用 の た め 解 析 さ れ た デ ー タ セ グ メ ン ト を 保 存 す
る 。 ２ ０ ６ に お け る デ ー タ セ グ メ ン ト の 解 析 に 続 き 、 ２ １ ６ に お い て 患 者 へ の 処 置 が 決 定
さ れ 、 ２ １ ８ に お い て 、 も し 適 切 で あ れ ば 、 患 者 に 処 置 が 実 行 さ れ る 。 当 業 者 に は 明 ら か
な よ う に 、 ２ １ ０ に お け る 解 析 さ れ た デ ー タ の 保 存 ス テ ッ プ は 、 ２ ０ ６ に お け る 解 析 ス テ
ッ プ に 続 き 任 意 の 時 点 で 実 行 可 能 で あ る 。 例 示 の た め 、 保 存 ス テ ッ プ ２ ０ ８ は 、 ２ １ ０ に
お け る 過 去 に 解 析 さ れ た デ ー タ を チ ェ ッ ク す る ス テ ッ プ の 前 に 示 さ れ て い る が 、 保 存 ス テ
ッ プ は 本 発 明 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 他 の 時 点 に お い て 実 行 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
本 発 明 に 関 す る こ れ ま で の 説 明 は 本 発 明 を 例 示 及 び 説 明 す る た め の も の で あ る 。 さ ら に 、
こ こ で の 開 示 は 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 の み を 示 し 、 説 明 し て い る 。 し か し な が ら 、 前 述 の
よ う に 、 本 発 明 は 他 の 様 々 な 組 み 合 わ せ 、 変 更 及 び 環 境 に お い て 利 用 可 能 で あ り 、 こ こ で
開 示 さ れ 、 上 記 教 示 及 び 関 連 技 術 の 技 術 あ る い は 知 識 に 対 応 す る 発 明 の コ ン セ プ ト の 範 囲
内 で の 変 更 あ る い は 修 正 が 可 能 で あ る と 考 え ら れ る 。 上 述 の 実 施 例 は 、 本 発 明 の 実 践 に 関
し 知 ら れ る ベ ス ト モ ー ド の 説 明 し 、 及 び 本 発 明 の 上 記 実 施 例 あ る い は 他 の 実 施 例 及 び 本 発
明 の 特 定 の 応 用 や 利 用 に よ り 要 求 さ れ る 様 々 な 修 正 に よ り 当 業 者 の 利 用 を 可 能 に す る こ と
を 意 図 し て い る 。 従 っ て 、 上 記 説 明 は 、 本 発 明 を こ こ で 開 示 さ れ た 形 態 に 制 限 す る も の で
は な い 。 ま た 、 添 付 さ れ た ク レ ー ム は 他 の 実 施 例 を 含 む も の と 解 釈 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 着 脱 可 能 な 電 極 シ ス テ ム を 示 す 電 気 治 療 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 を 表 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ に 示 さ れ る 半 自 動 体 外 式 除 細 動 器 の 要 部 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 を 表 す 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 に よ る 電 気 治 療 装 置 の 動 作 方 法 を 一 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
を 表 す 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(13) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(14) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(15) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(16) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(18) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(22) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(23) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(24) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(25) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(26) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(27) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(28) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(29) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(30) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(31) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(32) JP 2004-528152 A 2004.9.16



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(33) JP 2004-528152 A 2004.9.16
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